予算要求資料
平成27年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　項：児童福祉費　目：わかあゆ学園費　　　
	事業名　新全日本少年野球大会開催事業負担金


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

健康福祉部子ども・女性局　子ども家庭課　児童養護係
　電話番号：058-272-1111（内2637 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11217.pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　　　１，５３６　千円（前年度予算額：－ 千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	1,536
	168
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,368

	決定額
	1,168
	168
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,000


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　　児童自立支援施設では、不良行為をなし、又はなすおそれのある児童及び家庭環境その他の環境上の理由により生活指導等を要する児童を入所させ、個々の児童の状況に応じて必要な指導を行い、その自立を支援している。　　
　　　本県において、全日本少年野球大会を開催し、こうした児童が、野球を通じて困難に打ち勝つ強い精神力と協力心を養うとともに、健全明朗な心身を育成し児童福祉の推進を図る。

（２）事業内容

1 大会の概要
○期間　平成２７年８月２４日（月）～８月２６日（水）

○会場　県営長良川球場、岐阜市民球場　他
○日程　８月２４日　受付、監督・主将会議、抽選会

　　　　８月２５日　開会式、試合（４会場）

　　　　８月２６日　準決勝、決勝、閉会式
○主催　厚生労働省、全日本少年野球連盟、全国児童自立支援施設協
議会、岐阜県
　　　　 ○参加　全国各ブロックより１５チーム
2 大会組織
○大会役員　大会名誉会長　厚生労働大臣

　　　　　　大会会長　　　岐阜県知事

　　　　　　大会副会長　　厚生労働省雇用均等・児童家庭課長

　　　　　　　　　　　　　全国児童自立支援施設協議会長

　　　　　　　　　　　　　岐阜県健康福祉部長

○大会事務局　岐阜県立わかあゆ学園（第６６回全日本少年野球大会

岐阜県実行委員会事務局）
（３）県負担・補助率の考え方

　　　負担金　1,593千円（岐阜県1,368千円、参加チーム225千円）
　　　補助金　1,233千円（国168千円、全国児童自立支援施設協議会600千円
全日本少年野球連盟265千円、中部児童自立支援施設協議会200

千円）
（４）類似事業の有無：なし
　　　
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	負担金
	1,536
	全国少年野球大会開催県負担金

	合計
	1,536
	


	　決定額の考え方　

　他県の状況などを踏まえて、所要額を計上します。



４　参考事項
（１）国・他県の状況

　　　昭和２５年に第一回大会（開催地：大阪府）を開催。毎年各県持ちまわりで開催しており、昭和３２年（第８回大会）に岐阜県で開催している。
　　　　＜過去の開催地＞

　　　平成２３年度（第６２回大会）　京都府
　　　　平成２４年度（第６３回大会）　栃木県
　　　　平成２５年度（第６４回大会）　福岡県
　　　　平成２６年度（第６５回大会）　徳島県
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・全日本少年野球大会を開催し、児童自立支援施設に入所する児童が、野球を通じて困難に打ち勝つ強い精神力と協力心を養うとともに、健全明朗な心身を育成し児童福祉の推進を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H　）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H　）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	野球大会開催の実績を指標にすることができないため



（前年度の取組）

	　　－


（前年度の成果）

	　　－　




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	児童自立支援施設に入所する児童が、野球を通じて困難に打ち勝つ強い精神力と協力心を養うとともに、健全明朗な心身を育成し児童福祉の推進を図ることができる。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

－

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

－

	


（今後の課題）

	　　－



（次年度の方向性）
	次年度開催県　青森県（第６７回大会）


